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　　　　　　　　　緒　　　　言　　　　　　　　　　の試料は何れも鉄の潟入することのないように注意をは

鍋マソガソ，1麟等と無遺1三物体の舗上必嬰飲　らつた・

くことのでぎない鰍螺の．一一＋つで踊鍔ミ囎物体臨　 轍方ix”）・この実腱オ・いて仙肌た了6撒購級

いて眼鱗囎戯分で1漁帆その俄に。ソガ　腿醐鯉し・イUlの灘も頗く縦媚㌔’轍融
ソ綱じように繊嫡ので，こA、漱乏すると・獄病　側1した・

的旛状罎してくる。動物体1・寸噸いては湘L球・hセ嫡　　PHI玉・5㈱」1織・－2簾一灘ソーダ6・4・・ll・2M一酉融

まれている免索蛋白質でt｝、るへ一U’グロビンの構成礁分で　　　93・6mlをカ11えて11に牌転釈する・

あり，呼吸に際して酸素を羅び触媒白4」な働きをしている　　　　PH　4・5緩衝溶液一一2M－・酢酸ソーダ脇m1セこ2M一酢

ものである。またカタラ…ゼ，ペルオキシダーゼ，チト　　　酸57mlを加えて11に稀釈する。

ハ・一磯の醐描ワこ船んでおり，その1乍1臆1鋤て　　・’臼’吋鳥ノン溶液・r・’イド・キノンO・　4／g，をpH4・5

複維なものといわれているc，　　　　　　　　　　　　　　の緩術溶液憩m1幹こ溶解する・冷暗所に貯え・着色；して

　馨者はさきに1）鍛卵，猛蛎埠の鋼，・－tンガン，癌鉛の　　　ぎたら斬しく調齪し伯：す。

舖量について細乳たが，本SUgVC．、teいては鉄の念秘圭　・－Phenanセhr。li・・溶液・一・一’1’h・na・thr・li・・塩酸塩

について分構肌た繍果を螺fする。　　　　　C・・H・N・・HCI・H・0嚇ll・ll・（メ〃製）0・59を2〔｝Oml

　これ簿の無機微1戯分IC．・　・V・てはこれ迄赤罵姑氏・）の　の水仁こ溶解し糠聯こ貯える・

すぐれた業綴があり，鉄の矩鍛はFePQ恥として沈澱分　　　　鉄櫻楽溶液一再縞1耀｝艘硫酸第一鉄アソモニウム

離し，B・・lin・・bl・uとし．てJrヒ色されている。　　　　F・（NI”1・L）・・（SO・）L｝・6FluO　O・7021霧を水に溶解し・濃硫

微量の鉄の比色定量法として1；La，・ノ…Bipy・idyl，　酸2m壕加えて1に稀釈する・この溶液1　mlはF・

Thyocyanate，　Mercaptoacetlc　acid，・Nitroso・－R　salt，　　　⑪・1mgを含有する。これを鍵に10倍に稀釈して用いる。

S・lf。・・li・yli・acid，、、一？｝ICtrTl・。th，・li。・騰極めて多数　　灘瞳簸備秤して300miのKj・ld・hl　flas購移し・

のものが研究発表されているが，この5ちで最も正確な　濃硝酸20～30mlを加え臆しておだやかに小さし・焔で

ものとされている　o－Pllenanthroline法を用い比色建最　　　加熱し・衡機物を大部分酸化分解してから70％過塩素酸

を行つた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　10mlを加えて・殆んど無色透明の溶液を得る迩加熱を

　これは箆一鉄イオソとo－Phenanthrolineと反｝1藤して　　　続ける。冷却してから約50mlの水を加え加熱濃縮して

一qiずる燈赤色の酉鵬に暴つくものである。　　　　過塩顯勉できるだけ駆逐しておく・冷歪綴蝿の水を

試料の分解は硫酸を用いるとカ・レシウムを多±雛含ん　加え漁めて固形物を1塔解し・100mlメスフラスコに移し

でいる桑葉や繭層等では難溶性の硫酸カルシウムが析出　　　標線まで稀釈する。

して困るので，硝酸と過塩素酸のみによる湿式法ll）によ　　　　この試料溶液ユOmlを25mlの共栓平底比色管にどる。

つて実施した。　　　　　　　　　　また別に予めヅ・ムフエノー・げルー指示薬数滴を加え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て試料溶液10mlのpHを3・5とするのに必要な2M一酢

　　　　　　　　　実験の部　　　　　 酸ソーダ溶液の容積を滴定して求めておく。tt

登塾壁些饗壁撃墨：⊂彗拠序2．こ機　嚇触標準舳。。り比飢，ブ，．，を行つ備正

畳信州大学繊赤強学音i～　イヒ学教豊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を力rlえるo
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　　　　　　　　　計算してみると，著者の傳た値に比鮫して薯しく過大と

　備　　　考　　　　　なり，非常に．大量の鉄が含これているものもある，恐ら

　　　　　　　　　く定量法や試料の相違によるものと考えられるが箆に研

　長光×僧和　　　　究を硬：する問題である。

　　　　　　　　　　中田太郎氏7）は調ジ匝）無機成分と蚕正・肋’k膿された燦

1膿。支…　境とは粥i勲・り・粁の鱗1畑・ついて灘・勲・
　　　　　　　　　蚕児，ii旨朗」，叢蛾，寮卵の問に関連帽三が痘，るようで爵）る

　T・1・i　　　平　　　　ということを；｝旨摘されているが，これは薪者も∫凱前より

　　　　　　　　　考究rl「の問題であり，微lill：成分を鞘轡に分析擬三無して養

麟。麓　謄酬駒孟1・膿さ耀糊鱗附そ5・とも欄徽
　　　　　　　　　ことではないと，膨えている。

　　　　　　　　　　繕局｝諸種の元講，殊に原子価の変化するものの｛影い蹴

　　　　　　　　　金属元譲はi蚕卵やi輩融酵華｝！の中に濃縮，蓄穣されて燃物学

　　　　　　　　　的に寮要な影響を参えているものと雛定され《）ので喪）

　　　　　　　　　る。この濃縮されて行く機構や，それ等の元講の輪廻の

　　　　一・・　　　冶’様を究明することは沸常に困難なことではあるが将来

　　　　　　　考察並に要約　　　　　蹴要な問題であろうと’思われる。

趨の繰醸に示し樋りで一｝蜘肋数値嚇尾　以上の研究に蹴り瀬繍料頓・・嬢野懸業試
氏により得られたものをmす。　　　　　　験撚職娠山嚇氏・上藤畷柑㈱｝粥合滋びに重亟
・れによつて蚕卵と桑辮の糖膚量は何れも脳高　々御構と鞭1巨・：醐つた聯綴伊献男阻瀕田

い働示しており，特に桑熱・は多、雛含まれている　圭二触セ翻騨く御梱・し上げる・

ことが知られる。

P・t・…n，Elvehl・…rllj氏・）により趨された数例を挙　　　　　丈　　献

げると鶏卵の臓76・°・欄31・4・チp・一ズ・・…ホー　（D［lil∫久津・厭欄獅報，2，1・｛3（19i）2）；4，85

レン草66・°・パセリ192・1・／9（f・e・hm・tt・・）で澱　　　　（1954）、5，1．12（・・55）

卵に糊の職と大綱じ1ゆ鉄偽るのは興購るこ　〔2）AKA・，　A．・J．　Bi。・hem．，3・，3・3（．1．fl39）

とである。野菜でもビタミン類の鷺寓な蒲色の濃厚な部　　　（3）Gc）OK，J．　W．：Ind，　Eng．　Chem．，Anal，　Ed，，13，

分に鉄分が豊融噛積されているカ・ら・生・勧嚇でビ　　　　48（・9・トD
タミンに富む桑や茶のような植物の葉は特に鉄分も多く　　　　GIEslLiKING，J．　E．，SNIDER，　H．　J．，and　Gr・rrz，C，　A，：

含んでいるのであろう。勿論これは土壌の状態や採取時　　　　　　　　　工bid，，7，185（ユEJ30r）

期等によつて螺るのであるが・植物の鉄含韻は遡例　　G・RRIT・，　H．　W．・エbid，，7，167（・93t」）

10～250γ／9（d・ym・tt・・）飾ると雷われている。　　（4）SAYwELL，・L．・G．，・・d　C・・NI・・1・IAIt，　B．B．・lbid．，9，

蚕蠣収は亜鉛の場合と異’ 阯¥想したほど多くは含ま　　　　67（1937）

れていなかつた・　　　　　　　　　　　H・MMEI，，　F．C，，・nd　WI・、・…，H，　H．、lbid．，10，

繭層において家蚕よりも野蚕の方に鉄カミ多いのは亜鉛　　　　　13（ユ938）

やマソガソの場合と同様であるが，灰分と亀素等の含有　　　　　Fomo’uNili’，　W．　B．，and　Mirar．ON，　M，　G．：1’bid．，10，

量の相違によるものであろう。亜鉛やマソガソ等と比較　　　　　　　　　60（1938）

して家蚕繭層でも割合に鉄が多く・殊に天蚕，柞蚕には　　　　　BANmgitER，　S．　L．，alld　SOHAIBLII，P，　J．：Ibid．，16，

多く食まれていることが知られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　317（1944）

　絹フ4ズμインに少ないのは灰分含有量の少ない関係　　　　CowblNG，　H，，and　BlcN，　N，　E，　J，：J．　Assoc，　Official

からも当然であろ5・　　　　　　　　　　Ag・．・Ch・m．，25，555（エ942）
　以上の諸試料申の鉄含有鐙について従来報告されてい　　　　　PlpER，　C．　S、：SoiI　and　Plant　Analysis（1950）

るもの9）は大部分灰分申の％であるが・こオ・等の値から　（5）PETERs・N，W．H．，・・d　E。v。1、臨C．　A．，J．B至。L
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　　　　　　　　　　　　Chem．，78，215（1928）　　　　Ples　we「e　as　f・II°ws：silkw・「m・eg9・2「・ユ4（f・e・h）1

（6｝麟me－一・蚕糸化学と副渤禾rJ用　　　　69・34・pupae　26・36，　mulbe「「y！eaves　123・62・9「ee・

　　　井上柳梧・絹縛　　　　　　　 tea　leaves　135・71・white　c°c°°・fib…1°・89・y・11・w

（7）帽太郎・鰍齢日横縛美，㈱，19，481（・95・）　・°c°°・fibe・s　11・°8・t…ah　silk・・c・・n・36・64，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yamama三silk　cocoons　40．16，　silk　fibroin　2．26．　Al！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　these　determinations　were　made　on　dry　materials

　　　　　　　　　　　　　　　　　Summa’y　　　　　　。。1es，。th，，wise　st。t，d．

　　Minute　quan七ities　of　iron　ill　biological　materials，　　　　The　iron　contellt　Qf　mulberry　ieaves　and　silk壷oml

such　as　silkworm　eggs，　pupae，　mulberry　Ieaves，．c（，－　　　eggs　were　found　to　be　strikingly　high．

coon　fibers，　and　silk　fibrQin，　have　been　determined　　　Wild　silk　cocoons，　such　as　tussali　and　Yamamai，

colorimetrically　wiヒh　a　o－phenanthroline　method．　In　　　contained　much　more　iron　thall　mulberry　silk　ones，

this　investigation　the　organic　matter　has　been　des；tro－－　　　Silk　fibroin　contain｛ng　but　little　ash　was　very　low

yed　by　digest｛oll　with　mitric　and　perch王oric　acids，　　　　　in　iron，

　　As　dete：mined　by　the　o－phenanthroline　metllod，　the　　　（Chemical　Laboratory，　Fac叫y　of　Textile　and．Seri－

amounts　expressed　inγper　g　Qf　iron　in▽arious．　sam＿　　　culture，　Shinshu　University）．


